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学生が webサイト上で回路を作成し，動作確認可能な論理回路シミュレーションを行い，視覚的に論理回路

を理解するできるアプリケーションを作成した．webアプリから Raspberry Piを介して回路を再現する機

能も開発した．これを使用して東京高専２，３学年学生向けに授業を実施し，学習効果を得た． 
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１． はじめに 

現代社会における急速なデジタル化と論理

回路技術の重要性の増大に伴い，IoT や AI，

ビックデータの発展により，論理回路の基礎

知識がますます必要となっている．これに対

応するため，本教材では論理回路シミュレー

ションを web 上で学習できるものとし，本教

材を通じて，自己学習能力や問題解決能力の

向上を目指し，より自主的で創造的な学びの

促進を目的としている．将来の技術者や科学

者の育成を支援し，持続可能な技術社会の発

展に貢献することを目指す． 

 

２．開発した教材の目的と概要 

各国で推進されている STEM教育の一環とし

て，論理回路の理解はプログラミングやエン

ジニアリングの基礎となるため，重要な領域

となっている．さらに，学校教育においてもデ

ジタル教材の利用が進み，インタラクティブ

な学習が求められる中で，従来の教科書や講

義形式ではカバーしきれない実践的なスキル

を提供することが必要とされている． 

これらの背景を踏まえて開発した論理回路

教材「LogicCraft」の目的は，学生が論理回路

の基礎を理解し，将来的にコンピュータサイ

エンスやエンジニアリング分野で活躍できる

ようにすることである．インタラクティブな

教材を通じて学生の興味を引き，主体的に学

習を薦められる環境を Linuxs サーバ[1]で提

供し，実際の回路設計やシミュレーションを

行うことで，理論と実践を結びつけた学びを

提供する．また，自分のペースで学習を進めら

れる環境を提供することで，将来の技術者や

科学者の育成を支援し，フィードバックを反

映しながら持続可能な学びの環境を提供する． 

 

３．開発した教材の内容 

作成した論理回路教材「Logic Craft」では

3 ステップを用意し，教材を進めるにつれて難

易度を上げている．このようにすることで論

理回路を体系的に学習できる．さらに最終ス

テップでは，論理回路を自ら設計し動作を検

証できる．PHP[2],JavaScript などを使用した． 

[STEP1]（図１参照） 

 基本的な素子の動作を３種の回路と真理

値表を通じて理解する 

[STEP2]（図 2 参照） 

 Python における基本的な論理素子の関数
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の実装を理解する 

 半加算器，全加算器の動作を再現する 

 作成したコードを実行し正誤確認する 

 ChatGPT 3.5 Turbo を用いた ChatBot[3]

でヒントを得る 

[STEP3]（図 3 参照） 

 基本的な素子を使い，自ら配線をし，4 ま

たは 16 素子・LED・スイッチで自由に回路

を組むことができる 

※ここでの基本的な素子とは，AND，OR，XOR，

NAND，NOR，XNOR，NOT を指す． 

４．実施した講座について 

7 月には，東京高専の 2 年生と年生の正課授

業（論理回路Ⅰ及びⅡ）で本教材を使用し実習

を行った． 3 章で述べた 3step 構成の教材を

用いた．また，7 月には八王子市小学校科学教

育センター講座の一環として小学生を対象に

インターネット・プログラミング講座を実施

し，8 月に中学生対象の公開授業を実施し，同

じサーバ上に実装したプログラミング教材群

の一部を使用し，フィードバックを得た． 

 

５．まとめ・今後の展望 

高専生向け論理回路教材の開発およびそれ

を用いた講座の実施を述べた．視覚的にわか

りやすくすることや操作のしやすさなどを実

現し，教材を用いた講座では学生が全ステッ

プに取り組み学習効果を得ている．教材の難

易度設定や説明も含めて，適切な論理回路設

計体験環境を提供できた． 
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図 1 基本素子と真理値表の step1 

図 2 論理関数と Python の step2 

図 3 組合せ回路を設計する step3 
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